
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『東本願寺御影堂修復工事の見り 
東本願寺・御影堂修復工事の見学 
              札幌支部 東 道尾 
京都駅に近い東本願寺・御影堂は１６０４年に、

この地に建立されてから４度焼失し、現在の建物は

１８９５年（明治２８年）に建立されたものです。

木造建築としては世界最大面積（2892㎡）です。高
さは東大寺大仏殿のほうが１１ｍほど高いそうです。

また直営工事最後の大工事であり、棟梁の伊藤平左

衛門の宮大工、設計者、監理者としての結晶と言え

るでしょう。これ以降に現在のゼネコン組織が出来

上がってきます。今回の修復工事の目的は建物全体

の破損部分の修復と今後予想される大規模な地震災

害に耐える補強工事、防災工事となります。工期は

２００４年４月より２００８年末の素屋根解体まで

となります。耐震補強工事は大規模地震（震度７）

に対し倒壊を免れるレベルで計画。木造建築の構造

強度を見直してもらいたいという意図で柱の復元力

を生かすように計算されているそうです。 
御影堂は建立されてから１１０年経過しています

が、明治時代の建物のため、重要文化財の指定にな

っておりません。そのかわり全額民間資金による工

事のメリットを生かし、発注者主導、工事費、工期

の短縮など今後の修復工事のよい事例になるように

したいとのことです。 
４月２３日（土）の見学会当日は初夏のような天

候に恵まれました。８名の参加者は、修復事務所で

発注者側の担当次長である下野氏より、工事概要の

説明を受け、素屋根のスライドの行程のビデオを見

せていただき、いよいよ御影堂の中へと進みました。

薄暗い足場を上がり、さらに暗い小屋裏にはいると、

壁のような構造材（大木！）が目の前に現れてきま                                               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す。継手のゆるみが、はっきりわかります。                                                                                                                                                          

 

柱が座屈している箇所もあります。隅木の部分は部

材の迫力に圧倒されました。残念ながら私のカメラ

ではとても納まりません。次に素屋根に上がり、瓦

をおろした屋根を間近に見られる場所に移動しまし

た。下地材の痛み具合がよくわかりました。 

 
来年の今頃には耐震補強工事の工程に入っており、

その様子も是非見せて頂きたいとお願いして退出し

ました。次回は皆さんもご参加ください。 

 




